
日時： 12 月 20 日（月）13:40-15:20
場所： 15201 教室 　　予約不要

41 歳 画家
と
39歳 アートプランナー
の
20年の話

九州産業大学 芸術学部 特別講演会

お問い合わせ先　芸術表現学科　南聡研究室（minamis@ip.kyusan-u.ac.jp）

齋藤 一樹（さいとう かずき） 
アートプランナー
1982 年京都府長岡京市出身。多摩美術大学芸術学科で 現代美術のプロデュース基礎を
学ぶ。卒業後はUSJ、広告の制作会社、劇団の制作、街づくり事業など、多種多様な 
現場で経験を積む。2009 年に福岡移住。その後会社員の傍らアート活動に関わる。 
2016 年に独立してギャラリーで展覧会の企画運営を行う。 2019 年からは、特定の場所
を持たずに、アートの場づくりを行っている。直近の仕事は、博多阪急で開催された
「Kyushu New Art 2021」で 54 名のアーティストの展覧会のディレクションを行った。
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田中 千智（たなか ちさと） 
画家
1980 年福岡県糸島市出身。2005 年多摩美術大学油画科卒業後、福岡に戻り、作品制
作を開始。2008 年「黄金町バザール」(神奈川 )で 2ヶ月間の滞在制作を行う。
以降、 国内外で展覧会・アートフェアで作品発表多数。黒い背景が印象的で独特の世界
観を持つ絵画は、本の装丁画や映画・演劇のヴィジュアル、商品のデザインにも使用
される。2022 年 2月に Bunkamura Gallery( 東京 ) で個展開催予定。

大学生・卒制・就職・制作活動・展覧会・絵と仕事・夫婦・子育て・
福岡・生きること・これからのこと、などのキーワードを挟みながら、
20 歳からの 20 年間を振り返るトークイベントを開催します。
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